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1 保津川遊船企業組合（以下、遊船）が運営する亀岡市保津町と京都市嵯峨嵐山を結ぶ全長約 16km、所要時間約 2
時間の観光舟下りである。慶長 11（1606）年、嵯峨の豪商・角倉了以により保津川が開削され、舟運が可能となった。









年の台風 12 号後、10 月 11 日から 21 日にかけて延日数 7 日間、延人数 84 人で保津峡内の河川清掃が行われ、土嚢袋
（20L）で約 1000 個、大型ごみ約 1 トン分のごみが回収された（遊船調べ）。 
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写真 2 かつての筏流しの様子 
亀岡市文化資料館提供 








































































平成 20（2008）年 5 月より、亀岡市保津町在住
の元筏士、上田潔氏と酒井昭男氏に筏組み・筏流し
の技術について聞き取り調査をしてきた。元筏士は
この地域では 2 人だけとなった。 
上田氏は大正 9（1920）年 4 月 29 日、亀岡市保
津町生まれ。昭和 23（1948）年頃筏士となる。酒
井氏は昭和 2（1927）年 5 月 3 日、亀岡市保津町生
まれ。16 歳より祖父の勧めもあり筏士となる。 
2 人とも昭和 32（1957）年～昭和 33（1958）年頃
 



















させていたようであるが、幅は 1 間 2 尺（約 2.4m）、長さは 30 間（約 54.5m）とされていた。筏全
体は「枚」「条」などと呼ばれ、1 枚の筏は 12～13 の「連」で構成されている（図 3）。1 連のサイズ
は長さ約 4m を基本とするが、幅は各連によって変化した。幅約 2.4m は、1 枚の筏の 9 連目辺りの















9 「ヒル」とも呼ばれる。約 23cmの鉄の棒の先を尖らせ、U字型に曲げた金具。カスガイ的なもの。 
 


























うところは、2 本の木材を差し込む位置である。両端の木材の内側に 1 本ずつ木材を挟み込んでいく
のである。そして後部側も前述と同じように組む。これでワキの筏がほぼ完成する。 
3 連目「ソウ」を組んでいく。またここでも挟み込む木材の位置が違ってくる。木材を 10 本並べて、
先頭を組み、残りの 1 本を先頭側に向かって右側、端より 1 本内側に差し込み、組んでいく。これで、




写真 5 連を組む 京筏組提供 
 















上下左右に動いて都合がいいのである（図 7）。次はワキとソウを 3 本の藤蔓でつないでいく（図 4）。
1 本目（橙線）は、ワキ後部の中心部のカン 3 本分とソウ前部の中心部の 4 本分を囲むように結ぶ。2

























写真 6 連をつなぐ 京筏組提供 
 
図 5 ネジキの取り付け方 筆者作成 
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図 6 ネジキを取り付ける 筆者作成 
 
図 7 一番矢の動かし方 筆者作成 
 
図 8 二番矢の動かし方 筆者作成 
 







































                                                   
10 一尋の長さのマンサクの木（指の太さくらい）を火であぶって捻ったもの。1 束 20 本で計算されていた。水に強
く、腐りにくく、2~3 年は保管できた。水で戻して柔らかくして使用する。 
 
写真 8 ネソ 筆者撮影 
 
 
写真 7 栗山季夫氏 筆者撮影 
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きないのである。 
京北の筏流しも、保津と同じく、9 月 15 日から翌年 5 月 15 日までである。9 月 15 日から元旦ま
では、筏の航路確保のため、川の工事をしていた。これを川
作（かわさく）という。山国・下村、魚ヶ渕、下宇津各村の




































写真 9 片井操氏 筆者撮影 
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て「カン」はどこから入手したのであろうか。 
平成 20（2008）年の保津川筏復活プロジェクトの筏イベントでは、元筏士が 60 年前から所有する
カンを使って 6 連の筏組みを行った。しかし、これらは貴重なものであり、また、筏 6 連分を組むに



















操氏の話によると、最盛期で約 500 軒の農家と取引し、年間約 300 丁の道具を製作・修理していた。
主に麦の栽培の始まるお盆過ぎから収穫の 11 月初め頃までが仕事のピークであった。当時の鍛冶の
一日を見てみると、操氏が 5 時から 12 時まで鍛冶や配達、嘉助氏が 8 時から鍛冶に加わり、昼から




















平成 21（2009）年の筏流しに必要とするカンの数は筏 6 連分約 150 個であるが、将来を見据えて
12 連分 300 個のカン製作を依頼した。「文化的にお役に立つのであれば」と快諾された。今では必要
とされなくなった鍛冶技術が現在に活かされることを喜びとし、またその技術がどういう形であれ後
の世に伝わることを欲していたのである。 






















ら約 3 ヶ月後であった。この 3 ヶ月、片井家の火造り場はまるで地域のサロンのようであった。 
60 年ぶりにカンを作る中で、操氏にこんな思いが募ってきた。「わたしが作ったカンを使っていた
元筏士さんに一目お会いしたい」と。60 年前には決して会うことはなかった筏士と鍛冶。カンを通じ






























で、平成 22（2010）年、京都学園大学大学院人間文化研究科修士課程 2 回生（当時）で、鍛冶屋倶
楽部の代表を務めた西村明弘氏の映像作品「感謝一筋～片井さんの鍛冶屋“鉄”学」が、ヒューマンド

















































た。昭和 50 年代（1975～1984 年）までは林業も盛況であった
という。 
ここで、田中氏の山仕事の一年の暦を簡単に紹介する。雪深




                                                   
12 くさびと環が一体となった金具。マンリキを松の木口に打ち込み、ロープを環にくくり、たすき掛けして松の木を
 
写真 11 田中利一氏（筆者撮影） 
 
写真 11 木馬を担ぎ木馬道を登る 
田中利一氏提供 
 




















決める。2 尺 1 寸 5 分の幅で剥いた木皮（杉皮）を 10 間（1 間＝1.8182m）並べたものを 1 束とし、
束いくらで計算する。別途、山全体でいくらといった付加金がついた。その後、請け負った班（4～5
人）で山割りをして作業する場所を話し合いで決め、付加金を配分する。田中氏の話では、班の人数






があがらない。一人前の倒木技術を身につけるのに 5，6 年は必要であった。 
9 月中旬（秋の彼岸）頃から 12 月末頃まで、杉の伐採時期と入れ替わりに、木馬での搬出作業へと
移行する。まず約 1 週間かけて木馬道という搬出する道を作る。約 30kg の木馬を担いで山を登り、








                                                                                                                                                                        
引っ張る。 
13 才・・・材積の単位で、末口 1寸×長さ約 4mの木材で 1才である。 













9.1 保津川筏復活プロジェクト 2008 




























写真 14 保津小学校の筏体験 京筏組提供 
 
写真 15 60 年ぶりの筏の伝承 京筏組提供 
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さ」で抑え込まない。ここに、先人の自然と接する術を垣間見たように思う。このイベントでは、私





















全長約 54.5m の蛇のような筏を操舵する技術は、一朝一夕では習得できない。 
上記の課題を考慮し、平成 21（2009）年 9 月 9 日の筏流しは、急流部でも多少緩やかなコースを























































9.3 保津川筏復活プロジェクト 2010 
平成 22（2010）年は、当初 9 月 8 日に昨年同様、京都市右京区の保津峡内の落合から嵯峨嵐山へ
 















末口約 10cm の木材を主に約 60 本用意した。日吉町森林組合が伐採した京都府産の間伐材である。
私が講師として筏組みを説明しながら、保津川下りの船士衆 3 人で、約 2 時間半で 6 連の筏を組み上
げた。ここで一つの問題点が発覚した。筏の幅が思った以上に狭いことである。平成 21（2009）年
は末口 15cm で株元だと 30cm 以上ある根元付近の木材もあったため、本数を調整して幅約 150cm の



















9.4 保津川筏復活プロジェクト 2011 





















めた保津川下りの船士 4 人で筏を 3 連ずつ計 6 連組み上げ、他のスタッフはテントと展示物の設営を
行なった。同志社大学のプロジェクト科目の学生 3 名がアンケート調査、京都学園大学歴史民俗学専
攻の学生 20 人以上が準備とイベント進行に参加するなど大活躍してくれた。 
参加者は、受付、アンケートに答えた後、ラ
イフジャケットを着用して保津川を約 100m 往










                                                   
14 従来は、各参加団体で個別に配布していたため、亀岡一円にくまなく配布するまでには至っていなかった。 
15 つやまあきひこ,まんが 里山どんぐり～京都保津川編～,NP0プロジェクト保津川,2011. 小学生対象の保津川筏
復活プロジェクトを紹介した漫画。 
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